
 

 

ンサービスの市民 
次期総合計画中間案の概要 

◆ 計画期間

◆ 基本方針 

◆ めざす都市像 

 

長期的展望に立ったまちづくり 

次期総合計画 

2026 2027 2030 2037 2042 

令和 6（2024）～10（2028）年度の 5年間 

リニア一部開業 

アジア・アジアパラ 

競技大会開催 

SDGs の 

目標年度 

リニア全線開業 

の可能性 

全国の高齢者 

人口ピーク 

2040 2028 

✓子どもどまんなか   ✓“人”中心のまちづくり 

✓名古屋で「住む」「働く」「結婚する」「子育てする」希望のかなう社会の実現 

✓多様性と包摂性を認め合う社会 ✓幸せを実感できるまちづくり 

✓超高齢社会への対応   ✓安心・安全な暮らし 

✓リニアがつなぐ巨大交流圏の中心（成長エンジン）  ✓SDGsの理念の実現 

 

 

✓  

 

誰一人取り残すことなく、子ども・若者の希望や夢を社会全体で応援します 

✓  

 ✓学校・地域と連携した子ども・若者や家庭への切れ目のない支援の推進 

 

  

✓健康で安心して暮らせる健康長寿のまちづくり 

✓互いに支え合い、誰もが自分らしく活躍できるまちづくり 

 

災害や感染症から市民の命と産業を守り、安心・安全な暮らしを確保します 

 ✓あらゆる災害から命と暮らしを守る対策の強化 

 ✓新興・再興感染症への健康危機管理対応力の強化 

✓犯罪や交通事故のない安心・安全な地域づくり 

 

 

✓スマートで居心地が良く、交流を呼び込む都市機能の充実 

✓脱炭素型・循環型・自然共生まちづくり 

 ✓新たな挑戦を後押しし、激化する都市間競争に打ち勝つ産業力強化 

✓名古屋らしさで世界を魅了する、何度でも訪れたくなるまちづくり 

戦略１ 

戦略２ 

戦略３ 

戦略４ 

戦略５ 

リニアがつなぐ巨大交流圏の中心で躍動する都市、 

誰もが幸せと希望を感じられる名古屋 

◆ 重点戦略 

 

人権が尊重され、誰もがいきいきと 

暮らし、活躍できる都市 

 

安心して子育てができ、 

子どもや若者が豊かに育つ都市 

 

人が支え合い、災害に強く 

安心・安全に暮らせる都市 

 

快適な都市環境と自然が調和した都市 
 

魅力と活力にあふれ、世界から人や 

企業をひきつける、開かれた都市 

都市像１ 

都市像３ 

都市像４ 

都市像５ 

都市像２ 

42 施策及び事業 

 

 アジア・アジアパラ競技大会のレガシー形成と 

リニア時代を見据えた投資 

✓  

✓多様な主体が交わり新たな価値を創造する

都市の実現 

✓多様な個性と魅力で成長と活力を生み続け

る都市の実現 

 
 最先端のデジタル都市の実現に向けた投資 

✓デジタル“実感”都市の実現 

✓デジタルスタンダードな暮らしの実現 

 

  

✓水素でつくる新たな暮らし・産業 

✓再生可能エネルギーの利活用拡大と業態転

換支援 

 

 未来を支える人材を育む「人」への投資 

✓持続可能な社会の発展を生み出す人材育成 

✓新たな時代の産業を支える人材育成 

成長の原動力 

原動力１ 

原動力２ 

原動力３ 

原動力４ 

◆ 位置づけ 

◆ めざす都市空間 

 

✓リニアがつなぐ巨大交流圏 

の中心都市として 

→スマートで強靱な都市 

 

✓“人”中心の 

基礎自治体として 

→集約連携型都市構造 

ウォーカブルなまち 

 

 

スマート×ウォーカブル 

“人”中心のまちづくりを推進 

都市空間の考え方 

長期的展望に立ったまちづくり 

都市空間の展開 

めざす都市像の実現に向けた取り組み 

◆ 市政の変革と基盤強化 

 

❶市民の満足度を高める市政運営  ❷新たな価値の創造や多様な主体との連携 

✓市民サービスの質の向上    ✓デジタル・トランスフォーメーション（DX）の推進  ✓公民連携の推進 

✓伝わる広報      ✓都市魅力のプロモーションの推進 

❸持続可能な自治体経営        ❹名古屋市がめざす大都市制度 

✓行政改革の推進  ✓組織力向上に向けた多様な人材の育成・活用    ✓「特別市」制度の創設 

✓持続可能な財政運営の推進  ✓アセットマネジメントの推進  ✓危機事象への対応   ✓圏域における自治体連携の推進 

 

行政運営における基本的な考え方 

✓人権尊重   ✓公正・公平な行政サービス提供   ✓情報公開の推進   ✓個人情報の適切な取り扱い 
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公共経営部会（中間案から主な関係部分を抜粋）

◆市政の変革と基盤強化

基本的な考え方（P.65～）
▸「誰一人取り残さない」持続可能な社会の実現
▸“人”中心の行政サービスの提供 ▸透明性の高い市政の推進 ▸個人情報の適正な取り扱い

（４）名古屋市がめざす大都市制度（P.87～）
・「特別市」制度の創設
①新たな大都市制度の創設に向けたはたらきかけの強化 ②現行制度における改革の推進
・圏域における自治体連携の推進

（１）市民の満足度を高める市政運営（P.67～）
・市民サービスの質の向上
①市民満足度（CS）の向上 ②区行政の推進（区の特性に応じたまちづくり）
・伝わる広報
戦略的な広報の推進

（２）新たな価値の創造や多様な主体との連携（P.70～）
・デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進
①市役所DXの推進
②都市DXの推進
③情報格差（デジタルデバイド）対策の推進
④データ利活用の推進
・公民連携の推進
①公民の対話と共創の推進
②PPP/PFIのさらなる活用
・都市魅力のプロモーションの推進
戦略的なプロモーションの展開（都市ブランドの形成）

（３）持続可能な自治体経営（P.77～）
・行政改革の推進
①行政資源の有効活用
▸デジタル・トランスフォーメーション・公民連携手法の活用
▸行政資源のシフト ▸職員の意識改革

②組織及び定員の最適化
・組織力向上に向けた多様な人材の育成・活用
①多様な人材の育成・活用 ②組織力向上のための職場環境づくり
・持続可能な財政運営の推進（戦略的・計画的な財政運営）
・アセットマネジメントの推進
①施設の⾧寿命化 ②施設の再編整備 ③保有資産の有効活用
・危機事象への対応
①平常時からの備え ②危機発生時の対応

原動力１ アジア・アジアパラ競技大会のレガシー形成とリニア
時代を見据えた投資（P.104～）

（１）アジア・アジアパラ競技大会の開催とレガシーの形成
競技会場などでの先端技術の活用、都市基盤整備、大会後

の活用を見据えた施設整備、戦略的な観光プロモーションや
魅力発信、多様性への理解促進などのレガシー形成

（２）多様な主体が交わり新たな価値を創造する都市の実現
都心部の魅力向上、スタートアップ創出・成⾧支援、イノ

ベーションの基盤となる企業の集積、モビリティサービスの
導入、ウォーカブルなまちづくりなど

（３）多様な個性と魅力で成⾧と活力を生み続ける都市の実現
大規模スポーツ大会の誘致・開催、名古屋城天守閣の木造

復元、熱田神宮周辺のまちづくり、大規模ＭＩＣＥの誘致など

成⾧の原動力

原動力１

原動力２ 最先端のデジタル都市の実現に向けた投資（P.106）
（１）デジタル“実感”都市の実現

都市全体をイノベーション・フィールドとした社会実装の
支援、市民生活に密着している分野での率先導入、中小企業
へのデジタル技術の導入

（２）デジタルスタンダードな暮らしの実現
行政手続のオンライン化、スマート窓口の推進、AIなどの

先端技術の活用・実証実験

原動力３ 新たなエネルギーによる産業活性化に向けた投資
（１）水素でつくる新たな暮らし・産業

燃料電池車両の率先導入、産業部門における社会実装へ
向けた取り組み、新たなサプライチェーンの構築、都市全
体での水素利活用の推進

（２）再生可能エネルギーの利活用拡大と業態転換支援
市民・事業者への導入支援、公的部門での率先導入、自

動車電動化に関連した業態転換支援

原動力２

原動力４ 未来を支える人材を育む「人」への投資（P.108）
（１）持続可能な社会の発展を生み出す人材育成

個別最適な学びと協働的な学びの一体的な取り組みの推進、
キャリア教育、グローバル人材の育成

（２）新たな時代の産業を支える人材育成
起業家精神を持った次世代の人材育成やイノベーション人

材の育成、リカレント教育の実施、リスキリングに取り組む
企業の支援

原動力３
（P.107）
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